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Abstract

Concerningtheyoungofreｄｓｅａｂｒｅａｍ（QzXysoPﾉz"ｙｓ加伽γ）numberingaroundl5000

releasedafｔｅｒｍａｋｉｎｇａｔｔｈｅｓｅａｆｒｏｎｔｉｎｔｈｅｏｐｅnseaofflbusukiCitywiththedepthｏｆｌ４

ｍ,inAugustl981，thefollowinginvestigationswerecarriedoutinthevicinityofthereleasing

fronts，concemingthenurseryartificialreefandtheoffshoreconcreteblockreef，the
followingresultswereobtaine.．

（１）Theyoungofredseabreaminthevicnityofthereleasingseafrontformedaschoolof

thickdencityimmediatelyafterreleasing・Theschoolcametobereducedaboutl/３ofthe

originaloneonthe5thday，ａｎｄｏｎｔｈｅ２１ｓｔｄａｙ,cametobedispersed,scatteringintoalotof

groupscontainingabout500～lOOOyoungsrespectively，onthelO8thdayconfirmationwas

madeabouttheonegroupcontainingabout300youngs・However,ｎｏｙｏｕｎｇｓｏｆｒｅｄｓｅａｂｒｅａｍｅ

ｗｅｒｅｎｏｔｅdintheconcrete-blockonessetattｈｅｏｆｆｓｅａｗｉｔｈｔｈｅｄｅｐｔｈｏｆ３５～４０ｍ．The

properlocationatwhichthegroupedartificialreefswerｅｔｏｂｅｓｅｔｉｎｔｈｅｓｈｏｒｅｗａｓ

ａｓｓｔｅｒｔａｉnedtobethecrossingsectionatwhichtheinclinationofthesea-bottomchanged

fromthesharponeintotheｄｕｌｌｏｎｅｉｎｔｈｅｖｉｃｉｎｉｔｙｏｆｔｈｅｓｅａｆｒｏｎｔｗｉｔｈｔｈｅｄｅｐｔｈｏｆ３５－５０ｍ

Ａｒｏｕｎｄｔhelocation，afewnatunalfishingrockswerenoteｄｈereandthere・Aroundthe

artificialreefsweregatheredlargeshapedfishes，suchasHorsemackerelTγαcﾉz”〃ｓ

ﾉα加"jcz‘s,Rockbreame，０，/eg"αﾉﾉzz‘ｓ／tzscja伽，Crimsonseabream，Ｅ妙""ｊｓノα加加ca

andAmberjacsk，Ｓｅγｊ０/αα"γeozﾉ加伽．Especially,thelargesizedartificialreefwhiｃｈ

ｗａｓｓｅｔａｔｔｈｅｓｅａｆｒｏｎｔｗｉｔｈｔｈｅｄｅｐｔｈｏｆ７ｍ，andsuppliedwithmountinousshapewith

twoheaps，showedaquiteexcellentfishgatheringeffect．

＊鹿児島大学水産学部漁具学研究室（LaboratoryofFishingGear，FacultyofFisheries，Kagoshima

University,Kagoshima,Japan）

*＊深海サルベージ株式会社（ShinkaiSalvageCo.,Ltd）



194 鹿児島大学水産学部紀要第32巻（1983）

１．緒言

昭和55.56年度実施された指宿市沖合海域のマダイの幼魚放流事業は，同市漁港により近

い水深１４ｍの保育魚礁を幼魚の生息場として，また沖合の水深40～50ｍの並型･大型魚礁

を成魚期の生息場となるように計画・推進されてきている．今回上記の魚礁群について潜水

観察を実施すると共に，マダイの放流後の追跡調査を保育魚礁付近で行なったのでその結果

について報告する．

２．人工魚礁の設置の概要と観察方法

当海域の人工魚礁(以下魚礁と呼ぶ)は昭和40年度に設置が始まり，現在までに１ｍ角及

び１．５ｍ角の正六面体角窓付コンクリートブロック魚礁(以下ブロック魚礁と呼ぶ)14個所，

3274個，廃車２個所，１４４台，割石２個所，1640,3余，その他が投入されている(Tableｌ)．

このうち今回の研究の対象とした魚礁は，保育魚礁のＫ１－Ｓ魚礁及び沈設型魚礁のＫＩ－ｌ

～４魚礁の５個所である(Fig.１)．観察の方法は従来と同じ手法''2)の潜水によって魚礁の形

態，埋没，付着生物，魚群の帽集状態を，また音響測深儀(JRC製，NJA-171Z型，古野電

気製ＦＵＧ－１１型，略称魚探）及び海底面超音波探査装置（ＮＥＣ製，NE-70B型，略称ポト

ムソナー）により魚群の帽集状態，魚礁の側面及び平面の形態及び付近の海底地形を夫々調

べた．調査は昭和56年１１月２５日に実施した．また保育魚礁付近で行なった放流マダイの

追跡調査は，放流日の８月６日より１１月２６日に至る期間中５回に亘り行なった．

１０

2０ 職

、

、

（KIL４
，

．１､、
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ｊ
〃

、＝〆

０ ２Ｋｍ

－しＮ

ＦｉｇｌＳｈｏｗｉｎｇｔｈｅｐｏｓｉｔｉｏｎｏｆｔｈｅａｒtificialreefsattheoffseaoflbusukiCity．

●：Artificialreef★:Lighthouse
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３．観察結果

KI-S魚礁（Fig.２，Fig.３，Table２，Ｐｌａｔｅｌ）

この魚礁は指宿市の沿岸沖合に広く形成されている１０ｍ以浅海域の略中央部の凹地に設

置されたもので，水深１４ｍ，底質は砂喋質，所々に石塊群あり，また西方には規模の大きい

Fig.２

Ｎ

Ａ

1０

⑨
１１ｍ

l2m

Contourlinearoundthereleasinｇｐｏｉｎｔｏｆｙｏｕｎｇｒｅｄｓｅａｂｅａｍ（ＣﾉzZyso'ﾉz"ｙｓ
〃のりγ）

Ｓ：ReleasingpointA，Ｂ，Ｃ，Ｄ：Ｂｏｕｙ

天然礁が存在している．昭和54,55年度の設置，廃車８０台，熔岩を含む割石1300ｍ３，コン

クリートブロック１．５ｍ角１５個，3.25ｍ角６個の３群より形成されている．魚礁の形態は

Fig.２に示すように，夫々 の魚礁が独立して互に隣接しており，その結果，全体の魚礁面積

が広くなっている．割石魚礁を除いて２段積承のものはない．廃車群はほとんど小型車でか

なりの広範囲に分散している．ブロック魚礁は約５ｍの間隔をおいて廃車魚礁の北方に設置

されている．割石魚礁は廃車魚礁の東方に在り，高さ約１ｍの２群よりなる．

放流は８月６日，放流点はFig.２に示すＳ点,放流魚は体長約７ｃｍのマダイ，尾数55000

尾，うち標識魚15000尾であった．放流点付近は禁漁区として保護され，その区域を示すた

めＡ～Ｄ点に赤旗付浮標が設置された．潜水観察は放流日，放流後５日目，２１日目，７３日

目，１０８日目の５回に亘って実施した．その経過をみると，Fig.３に示すように，放流直後で

は，放流マダイの主群はＳ点の汐下の廃車魚礁に密群を形成，その占位空間は海底面が直径

約50ｍの略円形,高さが海底面から約４ｍ迄の広さで,魚群密度は魚礁に近づく程大となっ
ている．このように放流直後は，放流点付近において魚礁を寄り場とし密群を形成すること

がわかる．なお放流群の１部は放流点より約40ｍ離れた汐上承に当る割石魚礁にも少数尾
ながら出現しており，放流後４～５時間で既に移動する魚のあることを示している．放流後

５日目になると，Ｓ点付近のマダイ群は約1／３に減少，残りの群は500～1000尾の群に分か

れ，かなり広範囲に分散していることがわかった．中には20尾程度の小群を形成しているも

のも認められた．これらの群は魚礁のような大型の構造物のものから石塊，土俵といった小

型のものまで，その寄り場として利用しているようである．既に天然餌料に対する捕食行動
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を活発にとっているが,潜水者に対しては反応を示していない.放流後２１日目ではＳ点付近

のマダイ群は観察出来なかったが，７３日目では約100尾の群を確認した．給餌は毎日放流点

付近で行なわれたが，この際，マダイの密群が水面まで姿をみせており，給餌効果が長期間

持続されたようである．放流後８７日目の１０月３１日に給餌を終了したが，それより２１日後，

放流点付近の海底近くで撒餌をしながら水中テレビによりマダイの観察を行なった．その結

果，約300尾の群を確認することが出来た。この際のマダイの行動は天然のマダイのようで

はないがかなり活発に遊泳しており，潜水者に対しても敏感に反応した．マダイ以外の帽集

魚についてはＴａｂｌｅ２に示すようであるが，ほとんどの魚群は廃車魚礁に集中していた．

Fil2f4

５
５ ５

５

＜７５ｍ

Ｎ言う
Ｐｂ
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ＫＩ－１魚礁（Ｆｉｇ．８）

大王崎より89.,2300ｍに位置し，昭和48,50年の設置，１ｍ角ブロック564個よりなる

並型魚礁である．ポトムソナーの記録(Fig.８)によると，魚礁は北東方向に長い２山型の形

態をなし，その最大長は約６０，，３段積みのようである．潜水観察は魚礁上で１本釣漁船１２

隻が操業中であったため中止したが，操業の模様からゑて相当量の魚群が魚礁に帽集してい

たものと考えられる．
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Ｋｉ－２魚礁（Fig.４，Table３，Platell）

大王崎より62.,2600ｍ，水深48～50ｍに位置している魚礁で昭和５１年度の設置，１．５ｍ

角ブロック853個よりなる大型魚礁である．魚礁周辺の海底形状は水深２０～４０ｍの急斜面

から緩斜面に移る部分にあり，魚探記録（Fig.７）にみるように水深差５～６ｍの起伏を有

している．魚礁の形態は南北方向約75ｍ,東西方向約48ｍの典型的な２山型をなし,北側の

ブロック群は５段積承,その頂部の高さ約７ｍ,南側のそれは３段積みとなっている．付着生

物は殻長約１ｃｍのフジツポが全面に付着している他ウミシダ，ウミトサカがみられた.また

ブロックの上面には泥状の物質がかなりの量堆積している．

帽集魚の状態はかなり豊富である．先ず魚礁の中央部の凹承の上層には，体型良好のマア

ジの大群とカマスの群，汐上承のブロック群にはヒラマサ，ホウセキハタ等の大型魚からネ

ンブツダイ等の小型魚まで高い密度で夫々占位し，形態上優れた蛸集効果をもつ魚礁となっ

ている．

ＫＩ－３魚礁（Fig.５，Table３，Platell）

知林島灯台より175.,3200ｍ，水深40ｍに位置している．昭和44年設置の古い魚礁で１

ｍ角ブロック213個よりなる．魚礁の形態は北西方向に長い分散の大きい魚礁で，２段積承

は１個所承られるだけである.埋没は約20ｃｍ,付着生物は豊富で，殻長約１ｃｍのフジッポ

の他，ウミシダ，ウミトサカ等を観察した．

帽集魚の状態は礁上より高さ８～10ｍまでの空間に小サバと小アジの大群が,また魚礁付

近にイシダイとチダイの群を認めた．

ＫＩ－４魚礁（Fig.６，Table３，Platell）

知林島の北方にある小島の北西方向約1000ｍに位置している魚礁で，昭和52年度投入の

Table３．ＴｈｅgatheringfishesoneachartificiaｌｒｅｅｆａｔｔｈｅｏｆｆｓｅａｏｆｌｂｕｓｕｋｉＣｉｔｙ．
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Fig.７RecordsoftheEchoSounderabout
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Ｌ５ｍ角ブロック125個よりなる.魚礁の周辺は水深20～24ｍの緩やかな勾配をもつ海底地

形となっているが，その沖合は急深となる．潜水観察の結果，このブロック群の他に割石，

沈船及び平板状の２ｍ角コンクリートブロックが投入されていることがわかった.魚礁の形

態は長さ約４０ｍ，巾１５～２０ｍの２山型のブロック群と分散の大きい長さ約４０ｍのブロッ

ク群の２群に分かれ,両群は略Ｖ字型をなしている.帽集魚は少なくウマヅラハギとカゴカキ

ダイの群が目立つ程度である．

Fig.８RecordsoftheBottomSonarabout

theartificialreefs．
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４．考察

鹿児島湾におけるマダイの幼魚放流事業は昭和49年度より始められ,放流直後の滞留効果

及び分散の状態について報告がなされている2)'９今回潜水観察したマダイの放流後の追跡調

査では，放流直後の成群状況が指数関数的に分散してゆく状態をある程度捉えることが出来

た．しかし移動の方向として予期していた沖合の魚礁群では，放流マダイを観察することが

出来なかった．

今回観察した魚礁群は魚探記録(Fig.７)にふるように，急斜面から緩斜面に移行する海底

地形の場所に設置されているが，この付近は小さい起伏の散在する天然礁帯でもある．従っ

てマダイ，チダイ，マアジ等の好漁場が形成され易く，今回の潜水観察でも多くの魚群を確

認することが出来た．特に大型魚礁のＫＩ－２魚礁は高さが７，余もある典型的な２山型をな

し，アジ，カマス，ヒラマサ等の高級魚を多く婚集させていた．しかしその北方に位置する

１ｍ角ブロック魚礁のＫＩ－３魚礁は,Fig.８に示すボトムソナーの記録でもわかるように，

分散型の形態をしているが，アジ，サバの稚魚の大群とタイ類を蛸集させており，蛸集魚の

魚種や密度が魚礁の個体の構造や全体の形態によって異なることを示している．

これらの魚礁群は昭和58年７月現在，マダイの好魚場として活況を呈しているようであ

る．放流マダイの再捕の報告は未だ聞いていないが，これらの魚礁群のマダイ群の中には放

流マダイが１部捕給されていることは否定出来ない．今後追跡調査を実施し，放流マダイの

分散について研究を推進したいと考える．

5．要 約

昭和56年８～１１月，指宿市沖合の保育魚礁において，マダイの放流後の追跡調査を，また

その沖合の３個所の人工魚礁において潜水観察を実施した．その結果は次の通りである．

１）放流点におけるマダイ群は，放流直後は密群を形成するが，５日目で約1/３に減少，

２１日目では500～1000尾の群に分かれ分散するようである．１０８日目では約300尾の群

の存在することを確認した．

２）沖合の魚礁群は海底地形が急斜面から緩斜面に移行する水深35～50ｍ付近に設置さ

れている．この付近には天然礁が散在しており，マアジ，カマス，イシダイ，チダイ，

ヒラマサ等の高級魚を多く贈集せしめている．特に水深48ｍに設置されている大型魚

礁は高さが７ｍの２山型をなし，優れた魚礁効果を有している．

本研究は指宿市の委託により実施したもので，研究の遂行に当り御協力と御助力をいただ

いた指宿市及び市漁業協同組合長を始め同組合の職員並びに組合員御各位に深甚なる謝意を

表するものである．
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